
【認定単位の取得】

【日　　時】

【会　　場】

【参 加 費】

【事前登録】

【申込み締め切り】

【司会】

【プログラム】

【第419回例会担当】

【問い合わせ先】

聖隷クリストファー大学看護学部教授　基礎看護学（看護管理学）領域
看護研修センター長　鶴田惠子

山村　江美子（聖隷クリストファー大学看護学部教授）

　　　　　　　一般社団法人日本医療・病院管理学会 第419回例会

 　          （共催：2023年度第1回聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学看護研修セミナ-）

開催：ハイブリッド開催

・日本医師会生涯教育制度単位(1.5時間）
・日本医業経営コンサルタント協会継続研修認定
・日本薬剤師研修センター研修認定制度（1.5時間）
・社会医学系専門医制度K単位1単位

2023年10月21日（土）14時00分～15時30分

聖隷クリストファー大学 1号館7階 1701教室 または、オンライン開催（Zoom）

特定行為実施に係る組織的アプローチ

開会の挨拶
　藤本　栄子　（聖隷クリストファー大学　看護学部長）

基調講演：特定行為実施に係る組織的アプローチ
　鶴田　惠子　（聖隷クリストファー大学大学看護学部教授）

実践報告1
　小風　彩子　（在宅リハビリ訪問看護ステーション春　管理者）
実践報告2
　辻村　久美香　（訪問看護ステーション上西）

パネルディスカッション

参加登録フォーム（Googleフォームよりご入力ください）
https://forms.gle/tYY156eTt932gNr48

無料

聖隷クリストファー大学　看護研修センター
kangokensyu@g.seirei.ac.jp

　本学は2019年から特定行為研修を開始し、2023年3月で16名を修了者として送り出
してきました。2020年度の特定行為研修に係る実態調査によると、研修修了者のう
ち過去1年間の就業先において特定行為を実施していない者の割合は31.5%であると
報告されています。理由として「就業先で特定行為研修修了者が活用できるような
体制がない」が52.8%と最も多く挙げられており、その活用については、課題が指摘
されています。特定行為研修修了者の活用について、看護管理学の観点から言及す
る基調講演を企画しました。また、本学の修了生2名が訪問看護での特定行為の実践
について報告します。これらの企画を通して、特定行為の実施に係る組織的アプ
ローチについて、看護管理者に限らず、多くの皆様に参加いただき、修了者が活躍
できる支援について意見交換ができればと思います。

【テーマ】

2023年10月19日（木）


